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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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宅
難
民
と
な
っ
た
▼
最
初
の

揺
れ
の
直
後
に
避
難
誘
導
し

た
署
は
少
な
く
、
納
税
者
は

自
主
避
難
。
続
く
余
震
の
な

か
た
だ
点
呼
を
と
っ
た
だ
け

の
署
が
大
半
で
防
災
意
識
の

低
さ
を
露
呈
。
き
っ
と
災
害

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
、
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
が
大
事
と
書
い
て

あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
▼
災

害
に
限
ら
ず
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
、
実
際
の
訓
練
を
通
じ
て

練
り
上
げ
ね
ば
使
い
モ
ノ
に

な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
全

国
の
確
申
期
研
修
に
災
害
対

策
が
あ
っ
た
と
は
聞
こ
え
て

こ
な
い
▼
現
場
で
は
、
納
税

者
の
誘
導
も
含
め
ど
う
動
く

の
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
っ
て
い

な
い
こ
と
に
な
る
が
、
局
指

示
局
指
示
と
唱
え
て
み
て
も

直
下
型
地
震
に
ゃ
あ
通
じ
ね

え
ん
だ
ろ
う
な
あ
～
。
安
全

も
自
己
責
任
っ
て
か
。

確
申
期
、
思

い
出
す
の
は

昨
年
の
大
震

災
。
首
都
圏

は
機
能
マ
ヒ

し
筆
者
も
帰

〈
出
題
〉
九
段　

西
村
一
義

中
級
ク
ラ
ス

〈
ヒ
ン
ト
〉

打
歩
詰
め
に
注
意
す
る
。

（　

分
で
初
段
）

10

党利党略による密室協議の議員立党利党略による密室協議の議員立法法
　

今
回
、
強
行
さ
れ
た
法
律

で
は
、
①
人
勧
部
分
の
内
、

平
均
▲
０
・　

％
の
俸
給
表

23

改
定
を
３
月
給
与
か
ら
、
②

上
乗
せ
部
分
の
▲
７
・
８
％

賃
下
げ
部
分
を
４
月
給
与
か

ら
、
③
人
勧
部
分
の
賃
下
げ

の
不
利
益
遡
及
を
平
成　

年
23

４
月
ま
で
、
６
月
一
時
金
で

「
調
整
」、
④
平
成　

年
４
月

26

か
ら
現
給
保
障
を
廃
止
、
す

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
公
務
員
へ
の

波
及
に
つ
い
て
は
各
自
治
体

任
せ
と
な
り
、
実
際
に
賃
下

げ
提
案
が
全
国
の
自
治
体
で

始
ま
っ
て
い
ま
す
。「
自
律

的
労
使
関
係
」
は
、
今
回
の

法
律
に
記
載
し
な
い
こ
と
が

合
意
さ
れ
て
お
り
、
見
送
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

公
務
労
働
者
の
生
活
を
破

壊
し
、
国
税
庁
を
挙
げ
た
震

災
復
興
で
確
申
期
の
奮
闘
を

し
て
い
る
国
税
職
員
の
「
働

き
が
い
」を
奪
う
賃
下
げ
を
、

断
じ
て
許
せ
ま
せ
ん
。

・20代女：食品を削るしかない覚悟です。
・20代男：昼のオニギリの具は塩にする。
・20代男：引っ越ししても生活厳しそうだから、
　　　　　 寮で当分ガマンします。

・20代男　長官、何で反対って言ってくれ
              なかったんですか？
・20代男：タバコ止めるかなあ～。
・３０代女：納得がいかない。減らされる意味が分 
                かりません。
・４０代男：子どもが産まれたのに増税、手当て改
                悪。ミルク、おしめ、水にも消費税、
　　　　  子育 て支援っていったいなに？
・５０代男：懲戒処分の10％減給と同様な賃下げ。
　　　　　立ちっぱなし確申期にキレる納税者  
　　　　　相手に心身を削られながらもまじめ
　　　　　に仕事してきた結果これではやりき
　　　　　れない。
・5０代男：ここ10年ほど減給＝小遣減。すでに
                    小遣圧縮限界点を超え、教育費やロー
                 ンも削れないため、子ども達の携帯代
                   に着目。結局は生活全体を緊縮してい
                くしかないですね。

　

こ
の
「
党
利
党
略
に
よ
る

密
室
協
議
の
議
員
立
法
」
に

よ
る
賃
下
げ
は
、
５
つ
の
憲

法
違
反
が
あ
り
ま
す
。

　

第
一
に
、
憲
法　

条
の
労

28

働
基
本
権
を
な
い
が
し
ろ
に

し
た
、
人
権
侵
害
で
す
。

　

第
二
に
、
そ
の
労
働
基
本

権
の
「
代
償
措
置
」
で
あ
る

人
事
院
勧
告
に
基
づ
か
な
い

賃
下
げ
で
あ
り
、
二
重
の
憲

法
違
反
を
犯
し
て
い
ま
す
。

　

第
三
に
、
労
働
組
合
や
公

務
労
働
者
と
の
交
渉
ど
こ
ろ

か
、
一
切
の
説
明
を
し
て
い

な
い
点
で
す
。
政
府
法
案
が

廃
案
に
な
っ
た
こ
と
で
、
昨

年
５
月
以
降
の
交
渉
も
反
故

に
さ
れ
て
お
り
、
当
事
者
へ

の
説
明
責
任
す
ら
果
た
し
て

い
ま
せ
ん
。

　

第
四
に
、
平
成　

年
４
月

23

ま
で
の
不
利
益
遡
及
は
、
政

府
が
人
勧
当
日
に
「
実
施
し

な
い
」
と
閣
議
決
定
し
た
こ

と
か
ら
、
議
員
立
法
で
ぶ
り

返
し
て
遡
及
す
る
こ
と
は
、

危
険
予
測
が
不
可
能
な
点
で

違
憲
で
す
。

　

第
五
に
、
既
に
審
議
中
の

国
会
答
弁
で
、
▲
７
・
８
％

の
賃
下
げ
を
「
２
年
後
以
降

も
や
る
」
と
言
っ
て
お
り
、

自
ら
法
律
を
や
ぶ
る
こ
と
を

宣
言
し
て
い
る
点
で
す
。

　

こ
う
し
た
幾
重
に
も
重
な

る
憲
法
違
反
を
明
ら
か
に

し
、
賃
下
げ
分
を
取
り
も
ど

す
法
廷
闘
争
を
、
国
公
労

連
・
全
国
税
は
展
開
し
ま
す
。

最
終
盤
に 

「
お
任
せ
す
る
」 

連
合
・
国
税
労
組

　

こ
れ
だ
け
の
憲
法
違
反
の

賃
下
げ
で
あ
り
、
し
か
も
、

道
理
が
な
い
と
は
い
え
、
自

ら
「
妥
結
」
し
「
交
換
条
件
」

す
ら
反
故
に
さ
れ
た
連
合
・

国
税
労
組
。
し
か
し
、
ス

ピ
ー
ド
・
強
行
採
決
が
狙
わ

れ
て
い
る
中
で
、
民
主
党
・

輿
石
幹
事
長
と
の
会
談
で
、

連
合
の
代
表
は「
お
任
せ
す

る
」と
一
任
し
、ま
た
も
組
合

員
を
裏
切
り
ま
し
た
。

宛
姐

鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵

宛 姐鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵

　東日本大震災発生から１年が経ちます。天災
としての地震、津波からの復旧・復興は遅々とし
た歩みに見えます。個々人のボランティアや地
域の奮闘は思いがけない絆を生み出しています
が、公共レベルの披災者支援や被災地域への復
興はなかなか見えてきません。
　今回、何より国民と世界に衝撃を与えた東京
電力福島第一原発のメルトダウンは、原発その
ものが人類の生存とは相容れない存在だったこ
とを国民に知らしめました。
　事故現場の２０キロ圏内は人が住めない状態になり、その汚染の除去に
は気の遠くなる年月と危険が残されています。
　「脱原発」は緊急の課題のはずですが、政府の取り組みはこれを明言し
ません。聞こえるのは「当面原発を維持。輸出をする｡」という耳を疑う
言葉と、さらに「消費税は増税」「普天間基地移転は辺野古が唯一有効」
とまったく国民の声を聞かない野田首相。消費税増税の露払いで「国家
公務員の賃下げ」をおこない、２年で終わるかどうかはわからないとも
いいます。
　確申期、今年は東北への支援で全国から職員派遣が進んで、東京では
署への局員応援は昨年の四分の一になりました。これから連日超勤、長
時間超勤が懸念されます。「健康第一」のとりくみは緊急課題です。
　夏と冬の「電力不足」との闘いで分かってきたことは、原発がなくて
も生活は出来るということです。ちょっと歩みを緩めて、余計なもの、
危険なものはなくしていくことをもう一度確認しませんか。
　３年前に発した国民の意思を再び表明する時期に来ています。

3月11日から一年
全国税労働組合中央執行委員長　増山　満樹

平
均
約
8
％
の
賃
下
げ
強
行

　

民
自
公
が
公
務
員
賃
下
げ
法
案
を
「
三
党
合
意
」
し
た
こ
と
を
受
け
、
政
府
の
賃

下
げ
法
案
が
廃
案
に
な
る
一
方
で
、〝
人
勧
部
分
も
特
例
部
分
も
〟
の
平
均
８
％
の

賃
下
げ
が
、
衆
参
合
計
で
５
時
間
弱
の
ス
ピ
ー
ド
採
決
で
強
行
さ
れ
ま
し
た
。
労

働
組
合
や
公
務
労
働
者
へ
の
説
明
を
一
切
行
わ
ず
、「
国
権
最
高
の
機
関
」
で
あ
る

国
会
審
議
よ
り
も
「
党
利
党
略
に
よ
る
密
室
協
議
の
議
員
立
法
」
を
優
先
し
た
民
自

公
の
賃
下
げ
強
行
は
、
憲
法
違
反
に
憲
法
違
反
を
重
ね
て
い
ま
す
。

国
公
労
連
・
全
国
税   
法
廷
闘
争
へ

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

衆
参
で
5
時
間
弱
の
ス
ピ
ー
ド
採
決

職場のうめき声

国公労連・全国税は連日の国会前座り込みと議員要請行動を展開しました。
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冗
談
W
A
寄
席 

　
　
　
　

庁
々
発
止
編

【
関
信
・
埼
玉
県
支
部
】

庁
に
責
任
転
嫁
（
ま
る
で

人
体
実
験
）

　

話
題
に
絶
え
な
い
（
仕

事
に
耐
え
ら
れ
な
い
）
新

徴
収
シ
ス
テ
ム
。
当
初
か

ら
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
、
想
定

外
の
エ
ラ
ー
な
ど
「
何

じ
ゃ
こ
り
ゃ
」
と
い
う
代

物
。
あ
ま
り
の
酷
さ
に
東

京
局
・
大
阪
局
は
シ
ス
テ

ム
が
安
定
す
る
ま
で（
？
）

K
S
K
に
里
帰
り
。
関
信

局
な
ど
は
、
徴
収
シ
ス
テ

ム
を
継
続
し
、
打
ち
出
し

た
帳
票
が
正
し
い
か
を
確

認
の
日
々
。
局
の
回
答
は

「
開
発
は
庁
な
の
で
」「
庁

に
は
情
報
を
直
ぐ
上
げ
て

い
ま
す
」
…
…
「
庁
が
、

庁
が
」
で
関
信
局
の
責
任

は
チ
ョ
ウ
消
し
に
な
り
ま

せ
ん
よ
。

こ
の
手
間
半
端
じ
ゃ
な
い

【
近
畿
・
東
大
阪
支
部
】

　

年
少
扶
養
親
族
を
誤
っ

て
扶
養
親
族
に
し
て
い
た

場
合
は
、
年
調
誤
り
で
追

い
返
す
の
で
は
な
く
、
正

し
い
源
泉
税
額
で
申
告
書

を
作
成
し
申
告
書
１
表
の

「
未
納
付
の
源
泉
徴
収
税

額
欄
」
に
差
額
を
記
載
し

た
上
で
過
大
還
付
と
し
て

還
付
留
保
せ
よ
の
指
示
。

は
っ
き
り
言
っ
て
こ
の
手

間
半
端
じ
ゃ
な
い
。
誤
り

の
把
握
に
は
医
療
費
控
除

や
住
宅
取
得
控
除
の
み
の

申
告
も
簡
易
を
選
択
せ
ず

扶
養
控
除
の
名
前
・
生
年

月
日
を
全
て
パ
ソ
コ
ン
入

力
す
る
し
か
な
い
が
…
…

そ
れ
で
は
会
場
が
持
た
な

い
。
さ
あ
ど
う
す
る
…
？

大
丈
夫
か
？
確
申
期

導
入
初
年
度
（
K
S
K
）

を
思
い
起
こ
す
計
画

【
東
海
・
小
牧
分
会
】

　

応
援
の
減
少
や
読
め
な

い
新
派
遣
の
状
況
な
ど
の

今
期
で
す
が
閏
年
一
日
と

公
的
年
金
の
改
正
が
ど
れ

ほ
ど
有
効
に
働
く
か
読
め

ま
せ
ん
。

　

そ
れ
よ
り
、
公
表
さ
れ

た
実
施
要
領
で
は
、
ま
ず

最
初
に
危
機
管
理
あ
り
、

の
計
画
と
ま
ず
マ
ニ
ュ
ア

ル
方
針
で
す
。
本
来
の
e

–
T
a
x
は
ど
れ
だ
け
増

え
る
の
で
し
ょ
う
か
？
K

S
K
導
入
時
に
超
勤
が
続

き
、
予
算
を
使
い
切
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
４

月
分
に
回
し
た
あ
の
年
を

思
い
出
し
ま
す
。
確
か
、

「
上
（
局
）
の
言
う
通
り

（
実
施
要
領
）
や
れ
」
の

運
営
が
原
因
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

公
用
鞄
導
入

【
近
畿
・
北
大
阪
支
部
】

　

公
用
鞄
を
試
験
的
に
配

備
す
る
そ
う
だ
。
こ
れ
ま

で
出
張
時
に
相
手
に
鞄
を

見
せ
合
っ
た
り
し
て
い
た

事
例
も
あ
っ
た
。
さ
す
が

に
問
題
が
あ
る
と
当
局
も

認
識
し
た
よ
う
だ
が
、
公

用
鞄
と
な
れ
ば
、
こ
れ
で

何
の
遠
慮
も
な
く
鞄
の
中

身
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
旅
程
表
や

持
出
し
簿
の
作
成
と
、
出

張
の
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ
に

う
ん
ざ
り
し
て
い
た
が
、

さ
ら
に
強
化
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
だ
。
本
来
業
務
が

か
す
む
ほ
ど
念
に
は
念
を

入
れ
て
、
一
体
ど
こ
ま
で

や
る
の
だ
ろ
う
か
。
何
か

が
お
か
し
い
。
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庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
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庵
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庵
庵
庵
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庵
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庵
庵
庵
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　政府は、２０１０年12月17日に「第３次男女共同参画基本
計画」を閣議決定し、１月に人事院が「女性国家公務員の
採用・登用の拡大等に関する指針」の改訂を行いました。
「計画」では、私たちの働き方と大きくかかわる「行政分
野における女性の参画の拡大」、「国の政策・方針決定過程
への女性の参画の拡大」における具体的な数値目標を策定
し「計画」の具体化として「指針」は、「計画」に基づい
た数値目標の策定と登用を阻害する要因の見直しや転勤
自体の必要性の見直し、キャリアパスの多様化について検
討するよう指導しています。
　国税庁は昨年12月13日、新たな「女性職員の採用・登
用拡大計画」を策定、数値目標を明らかにしました。登用
拡大では平成27年度末に７級以上在職者に占める女性の
割合を３％（現状１．４％）、５級以上在職者に占める割合を
10％（同６．７％）程度にするとして数値目標を掲げました。
しかし、女性部が長年要求してきた職場における管理職の
６級の具体的な数値目標を示さず、また、40代以上の女性
在職割合が増加しているにもかかわらず５級・７級での数
値目標が低く、均等法以前の年次採用者の未昇任など多く
の問題点があります。
　勤務環境の整備は当然とし、子育てと仕事の両立支援策
「国税庁特定事業主行動計画」を推進し、超過勤務への対応
や事務の見直しを行うとしています。しかし、女性が家庭
生活における中心的な役割を担う現状では、更なる超過勤
務の縮減が重要であり、女性が安心して子育てと働き続け
るためには職場の仲間や、管理者の理解が不可欠です。
　法整備はされてきてはいますが、昔も今も、仕事と家
庭、子育てに悩み、子の健康を案じて仕事をしていること
に変わりありません。社会の理解、保育施設充実、病気の
場合の看護、男性の育児参加や職場の理解なくしては女性
の社会参画は実現しません。　今回策定された計画が絵に
描いた餅とならないためにも実効あることを当局に求め
ます。

　穏やかに暮らしていた東北の民は、大和朝廷側か
ら蝦夷＝「えみし」と呼ばれ、天皇は獣だと断じて
いた。７４９年、黄金が発見された陸奥の国に侵攻す
る朝廷軍。「俘囚」となって屈するか、誇りを持って
抗うか、苦悩する蝦夷たちがついに決起するまでを
全５巻にわたって描く。
　以前「仙台遷都などアホなことを考えてる（中略）
東北は熊襲(くまそ)の産地。文化的程度も極めて
低い」と発言した社長がいたが、権力者は常に利潤
を求め地方をないがしろにしてきた。今、首都圏の
電力を賄うための原発を受け入れ苦しめられてい
る東北の民を思うほど、平和と誇りを求めて決起し
た物語を感慨深く読むことができる。　　（Y）

『風の陣』

高橋克彦

すでに職員はヘトヘすでに職員はヘトヘトト

　

全
国
税
は
２
月　

日
に
東

17

京
・
市
川
署
へ
、
２
月　

日
19

に
は
「
日
曜
開
庁
」
を
し
て

い
る
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア

リ
ー
ナ
会
場
と
越
谷
レ
イ
ク

タ
ウ
ン
会
場
へ
視
察
に
行
き

ま
し
た
。

　

さ
い
た
ま
の
２
つ
の
会
場

で
は
納
税
者
が
長
蛇
の
列
で

し
た
。
と
り
わ
け
越
谷
レ
イ

ク
タ
ウ
ン
会
場
で
は
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
内

部
に
会
場
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
署
会
場
で
の
行
政
需
要

に
加
え
、
来
署
の
動
機
を

「
底
上
げ
」し
て
い
た
感
は
否

め
ま
せ
ん
。
当
局
の
い
う

「
自
宅
e
–
T
a
x
」推
進
に

逆
行
す
る
側
面
が
明
ら
か
で

し
た
。

PHP研究所刊

▼
「
当
局
は
冷
た
い
。
年
齢

を
考
え
ず
若
い
職
員
と
同
じ

仕
事
を
さ
せ
る
」、「
期
中
処

理
を
し
て
い
る
が
、
管
理
職

が
長
く
実
務
か
ら
離
れ
て
い

た
た
め
Ｋ
Ｓ
Ｋ
操
作
に
不
慣

れ
。
若
手
に
教
え
て
も
ら
い

な
が
ら
の
毎
日
に
ス
ト
レ
ス

が
増
す
」、「
超
勤
は
な
い
も

の
の
立
ち
っ
ぱ
な
し
相
談
で

ヘ
ト
ヘ
ト
。　

、　

、　

と

40

50

60

節
目
毎
に
身
体
は
衰
え
て
き

た
と
実
感
し
て
い
る
が
全
く

考
慮
さ
れ
な
い
」
と
は
再
任

用
の
方
々
の
声
。「
定
年
延

長
に
な
る
が
後
輩
達
は
耐
え

ら
れ
る
だ
ろ
う
か
」
と
も
。

▼
毎
年
増
加
す
る
Ｐ
Ｃ
台
数

の
増
加
が
原
因
で
会
場
運
営

に
掛
か
る
時
間
外
事
務
が
増

大
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

庁
は
１
月
調
査
従
事
、
確
申

レ
イ
ア
ウ
ト
繰
り
下
げ
、
事

実
上
の
準
備
後
ろ
倒
し
を
強

行
し
、
現
場
は
十
分
な
準
備

期
間
も
な
い
ま
ま
確
申
に
突

入
す
る
か
、
一
部
職
員
へ
の

過
重
な
負
担
を
増
大
す
る
方

向
で
対
処
せ
ざ
る
を
え
な
い

状
況
へ
と
追
い
込
ま
れ
ま
し

た
。
ど
の
署
も
パ
ソ
コ
ン
起

動
や
終
了
は
、
若
手
を
中
心

と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
中
に
は
２
月
の

超
過
勤
務　

時
間
超
の
集
中

４０

過
重
負
担
や
、
数
人
で
作
業

し
軽
残
業
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
サ
ー
ビ
ス
残
業
の
温

床
と
な
っ
て
い
る
例
も
多
く

当
局
が
連
続
・
長
時
間
の
残

業
は
さ
せ
な
い
に
反
し
て
い

ま
す
。

▼
複
数
の
局
で
日
曜
日
に

「
自
主
的
」に
出
勤
し
た
若
者

た
ち
が
い
た
そ
う
で
す
。

「
休
日
出
勤
さ
せ
な
い
」回
答

に
反
す
る
重
大
な
問
題
で

す
。

確 申 期

一人の病人・死亡者も出すな

東
京
・
埼
玉
2
会
場
を
視
察

問
題
あ
る
会
場
の
S
C
化 越谷レイクタウン会場を取り巻く納税者の長蛇の列

日曜開庁で行われた、さいたまスーパーアリーナの署外会場に並ぶ納税者

立
ち
っ
ぱ
な
し
、も
う
限
界

　
 　

納
税
者
に
も
悪
影
響
の
巡
回
方
式

安心して子育てと両立できる職場を

あ
ち
こ
ち
で

席
待
ち
ス
パ
イ
ラ
ル

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡


